
（別紙３）

～ 2025年9月5日

（対象者数） 44家庭 （回答者数）
家庭

～ 2025年8月27日

（対象者数） 4名 （回答者数）
4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
年単位・月単位・週単位でさらに細かいプログラムを設定

し、通所に関しての満足度を向上させる。

2
専門的な知識において、外部研修等へも参加し、専門性を高

め、支援に生かす。

3
支援の成果を動画等で「見える化」し、利用者や保護者との

共有を強化する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
面談時など、希望があった場合に見ることができるよう、準

備を行う。

2
地震や火事、不審者等さまざまな状況に応じて、職員の役割

等を決め、利用者の特性に配慮した避難訓練を設定する。

3
保護者の方のニーズも加味し、近隣事業所等からボランティ

ア等の交流を深める。

○事業所名 ＰＥあいおん

○保護者評価実施期間
2025年8月25日

○保護者評価有効回答数

2025年8月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年10月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域との交流
運動療育を中心に行う事業所であるため、地域との交流機会が

設けられていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

マニュアルの周知

避難訓練の多様化
送迎時など、さまざまなパターンを想定し、避難訓練の多様化

をはかる。

マニュアルを作成しているが、保護者のかたへの周知が不十分

な点があった。

年間カリキュラムの設定
1年を通し、カリキュラムを組むことで、プログラムのマンネ

リ化を防ぎ、子どもたちの興味関心を引き出す。

専門性の高い支援
職員１名１名が専門性を高めることで、全体の知識量を底上げ

する。

PCDAサイクルの活用
個別支援計画の立案から振り返りまでをPCDAサイクルに基づ

いて実施している。

事業所における自己評価総括表公表


